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01 会社概要



ChatPlus Co.,Ltd. All rights reserved. 4

基本情報

会 社 名 チャットプラス株式会社

所 在 地 東京都千代田区丸の内２ー７ー２ JPタワー14階

設 立 2016年8月

経 営 陣

代表取締役社長

取締役COO兼開発部長

取締役CFO兼管理部長

社外取締役

社外監査役（常勤）

社外監査役

社外監査役

大江 繭子

赤松 哲典

森下 俊光

吉富 純一

成田 勝範

髙橋 智

久礼 美紀子

従業員数 22名（2026年6月末時点）

事業内容 チャットボットシステム※の開発・提供等

※チャットボットシステム：「会話(チャット)」と「ロボット(ボット)」を組み合わせた造語で、コンピューターが人間に代わって、主にテキストで会話を行う自動会話プログラム
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目指す姿

コミュニケーションによる感動を最大限に追求し、

A Iを駆使した全自動社会を最速で実現する

現代社会は、労働力人口の減少や少子化といった構造的な課題に直面しています。日本をはじめとする先進国では、こうした影響により、

さまざまな産業で人手不足が深刻化しています。

また、従来の電話や対面によるコミュニケーションは減少し、人と人とのつながり方も大きく変化しています。

私たちは、こうした社会課題に真摯に向き合い、AI（人工知能）技術を通じて新たな価値を創出していきます。AIは業務の効率化にとどまらず、

人と人との円滑なコミュニケーションを支援し、心の通い合う社会の実現にも寄与できると私たちは信じています。

これからも、テクノロジーと人との調和を大切にしながら、誰もが安心して暮らせる持続可能な未来の創造に貢献してまいります。

O u r  M i s s i o n

安心安全で高品質なサービスを提供し続ける。

お客様の期待を超える価値を提供し、社会に貢献します。

1

O u r  V a l u e s

失敗を恐れず挑戦し、最後までやり抜く。

失敗から学び、困難な状況においても粘り強く挑戦し、

責任をもって成果を追求します。

２

協調性を大切にし、信頼を築く。

仲間やパートナーとのつながりを大切にし、共に価値を創造します。

３

従業員の成長を会社の進化につなげ、共創の関係を築く。

従業員一人ひとりの成長を支え、その力を会社の進化に結びつけながら、

互いに高め合う共創の関係を育みます。

４
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コロナ禍によるテレワークの普及・DX推進

ChatGPT一般公開・生成AI・LLM※の普及

2017年6月期 2018年6月期 2019年6月期 2020年6月期 2020年12月期 2021年12月期 2022年12月期 2023年6月期 2024年6月期 2025年6月期 2026年6月期

見込

業界黎明期に当社を設立し、チャットボットシステムを提供

新サービスを段階的にリリースし、継続的に成長

沿革

決算期変更
（6ヵ月決算）

※LLM：Large Language Models（大規模言語モデル）の略で、大量のテキストデータを学習し、高度な自然言語処理を実現するAI技術

売上高推移と主な沿革

チャットボット リリース

当社設立

「ChatPlus」に生成AIを連携した

AIチャットボットプラン
（現：AI AgentPlus）

FAQシステム      をリリース

AIチャットボットプランを

としてリニューアル

AI AgentPlusと連携するFAQシステムとして

  リニューアル

決算期変更
（6ヵ月決算）

をリリース
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役員構成

社外取締役・監査役

西松建設株式会社、株式会社ネッ

トシーズを経て、2016年に前代

表取締役・西田省人とともに当社

を設立し、現行のチャットボット

サービスのビジネスモデルを確立。

営業部長を経て、2019年取締役

COO兼営業部長、2022年取締役

CFOを歴任。2023年より代表取

締役社長（現任）。

代表取締役社長

株式会社ブイキューブを経て、

2011年株式会社ネクストステッ

プ（現 株式会社イング）に入社

し、 2015年同社取締役就任。

2021年当社入社、開発部長を経

て同年取締役開発部長に就任。

2022年より取締役COO兼開発部

長（現任）。

取締役COO兼開発部長

朝日監査法人（現 有限責任あず

さ監査法人）、新日本監査法人

（現 EY新日本有限責任監査法

人）、株式会社スタジオアタオ社

外取締役を経て、2023年10月当

社取締役に就任。2024年7月より

取締役CFO兼管理部長（現任）。

公認会計士。株式会社ハウテレビ

ジョン取締役監査等委員（現任）。

取締役CFO兼管理部長

吉富 純一

みずほ証券株式会社を経て、2012年株式会

社JYソリューションを設立。2024年当社社

外取締役に就任。株式会社インタースペー

ス取締役監査等委員(現任)。

社外取締役

成田 勝範

山一證券株式会社、ジャパン・アセット・
マネジメント株式会社（現 アルゴジャパ
ン・アセットマネジメント株式会社）、グ
ローバル債権回収株式会社（現 株式会社
レーサム）、株式会社ユビニティー（現
株式会社ムダカラ）を経て、2016年当社常
勤監査役に就任。

社外監査役（常勤）

髙橋 智

株式会社スタートトゥデイ（現 株式会社

ZOZO）を経て、2010年株式会社アクロス

ザシー設立。2024年当社社外監査役に就任。

室町ケミカル株式会社取締役監査等委員(現

任)。

社外監査役

久礼 美紀子

日本アイ・ビー・エム株式会社を経て、

2007年弁護士登録。2024年当社社外監査役

に就任。弁護士法人内田・鮫島法律事務所

パートナー(現任)。

社外監査役

大江 繭子 赤松 哲典 森下 俊光
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2026年6月期は、売上高前期比+19.6%、営業利益は+35.4%の成長を見込む

業績推移

386 

507 

310 

749 

1,021 

1,222

2021年12月期 2022年12月期 2023年6月期

6ヵ月決算

2024年6月期 2025年6月期 2026年6月期

見込

売上高 （百万円）

YoY

+19.6%

33 36 
5 

161 

369 

500 

8.6% 7.1%
1.8%

21.5%

36.2% 40.9％

2021年12月期 2022年12月期 2023年6月期

6ヵ月決算

2024年6月期 2025年6月期 2026年6月期

見込

営業利益・営業利益率 （百万円）

YoY

+35.4%

AI AgentPlusは生成AIとの連携により、応対精度の向上や初期設定の容易化、運用負担の軽減を実現

結果として、AI AgentPlusの新規導入件数が増加したことにより増収（2026年6月期AI AgentPlus売上高見込 前期比:+180百万円(+67.5%)）



ChatPlus Co.,Ltd. All rights reserved. 9

SaaSソリューション事業の単一セグメント

ストック型収益比率93.8%の安定した収益構造

売上構成

ChatPlus、AI AgentPlus、FAQPlusに係る月額、年額収入

ChatPlusを基盤に、生成AIとの連携
により自動応答を実現するチャット
ボットシステム

2025年~（リニューアル）

問い合わせ対応の自動化や顧客満足
度向上に寄与する
チャットボットシステム

2016年~

FAQの運用をAIが自動化し、カスタ
マーサポートの負担を軽減させる
FAQシステム

2025年~ （リニューアル）

ストック型収益 93.8% 958百万円

フロー型収益 3.3% 33百万円

ChatPlus、AI AgentPlus、

FAQPlus、に係る

追加機能開発、スポット収入

顧客企業の要望に基づく有償での機能開発、
初期設定サポート

その他 2.9% 29百万円

各種媒体運営者向けに

占いなどのコンテンツを配信

するBtoBサービス等

2025年６月期
売上構成

1,021百万円

ストック

フロー
その他
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749 

1,021 

391 
411 

86 65 

109 
175 

588 

652 

161 

369 

売上高 営業費用 営業利益 売上高 営業費用 営業利益

高い限界利益率により、売上拡大が利益成長につながりやすい収益構造

収益構造

限界利益率が

高い理由

⚫ ストック型の収益モデルで、

契約が継続することで高収益

化を実現

⚫ 営業費用は人件費・地代家賃

などの固定費が中心であり、

売上が増加しても急激には増

加しない

⚫ 社内開発のため追加開発コス

トも限定的

⚫ 追加売上に伴う変動費はAWS

等のインフラ費用に限定

売上高・営業費用・営業利益 （百万円）

売上高YoY

+36.3%

2024年6月期

営業利益YoY

+128.8%

2025年6月期
限界利益率※１

82.9%

2025年6月期

固定費 人件費／地代家賃

広告宣伝費 展示会／リスティング

変動費 AWS／生成AI利用料

固定費

広告宣伝費

変動費※２

※１：限界利益率＝（売上高ー変動費）÷売上高

※２：2025年6月期は、生成AI利用料、セキュリティ費用の増加により、変動費が増加
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将来の安定的収益基盤を示す指標としてARR ※ をKPIに採用

重要経営指標

（百万円）
2024年6月期 実績 2025年6月期 実績 採用理由

主
要
指
標

売上高
749 1,021

事業規模の成長性を

示す指標として採用

前期比  +36.3%

営業利益
161 369

収益構造の健全性を

示す指標として採用

前期比 +128.8%

ARR
788 1,077 ストック型ビジネスに

おける将来の安定収益基盤を

示す指標として採用

前期比  +36.7%

※：Annual Recurring Revenueの略。SaaSなどサブスクリプション型ビジネスにおいて継続的に得られる年間収益

算式は、（四半期・事業年度）最終月のオプション料含む月額利用料金（年契約の場合は年契約金額÷12）の合計×12
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将来の成長を示す先行指標であるARRは、堅調に成長

2026年6月期3Q時点で2025年6月期４Q時点から＋121百万円増の1,198百万円

AI AgentPlusは＋152百万円増の498百万円（＋43.9％）

重要経営指標推移

ARRの推移 （百万円）

2025年6月期

557 599 620 634 660 676 689 707 719 677 661 

85 
93 

124 144 
193 

265 
313 

346 
417 462 498 

2 
2 

7 
9 

9 

14 

19 
24 

28 31 38 

645 
695 

751 
788 

864 

956 
1,022 

1,077 

1,165 1,171 1,198 

１Q ２Q ３Q ４Q １Q ２Q ３Q ４Q １Q ２Q ３Q

ChatPlus AI AgentPlus FAQPlus

2024年6月期 2026年6月期
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ChatPlusのうち比較的低価格なプランのアカウント数が減少※1し、高価格なプランやAI AgentPlus、
FAQPlusのアカウント数が増加したため、アカウント数合計は減少するもののARR全体は増加

重要経営指標とその補足①  

2,244 2,267 2,295 2,278 2,315 2,344 2,306 2,328 2,345 2,315
2,249

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

FY2024 FY2025 FY2026

アカウント数合計

557 599 620 634 660 676 689 707 719 677 661 

85 
93 

124 144 
193 

265 
313 

346 
417 462 498 

2 
2 

7 
9 

9 

14 
19 

24 

28 31 38 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

2024年6月期 2025年6月期 2026年6月期

ChatPlus ARR AI AgentPlus ARR FAQPlus ARR ※2

2,199 2,218 2,229 
2,204 

2,227 2,230 

2,170 2,182 2,172 
2,128 

2,037

44 
48 

63 
70 

84 
108 

128 
136 161 

175 

197

1 
1 

3 
4 

4 

6 

8 
10 

12 

12 

15

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

2024年6月期 2025年6月期 2026年6月期

ChatPlus AI AgentPlus FAQPlus

サービス別ARRとアカウント数合計の推移 サービス別アカウント数の推移

※１：ChatPlusの各プランのアカウント数推移はAppendix参照

※２：アカウント数はサービス別に集計。例えば、ChatPlusユーザーがFAQPlusを利用する場合は、FAQPlusも１アカウントとして集計

（件）

（件）

（百万円）

（0件）

（1,850件）
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ARRをKPIとしつつ、収益の成長性を補足的に説明する指標として、

顧客単価を示すARPA及び解約率を示すChurnレート（月次平均）は、安定して推移

重要経営指標とその補足②  ~サービス別 A R P A・C h u r nレート推移~  

2024年6月 2025年6月 2025年12月 2026年3月

ARPA（千円）※1 287 324 318 325

2,069 2,549 2,643 2,528

2,400 2,400 2,600 2,605

平均 346 463 505 532

Churnレート※2

2.1% 1.8% 1.9% 1.9%

2.0% 1.7% 1.6% 1.7%

- 0.0% 1.4% 1.4%

平均 2.1% 1.8% 1.8% 1.9%

※１：ARR÷アカウント数

※２：対象月の直近12カ月平均の月次Churnレート 月次Churnレート＝当月解約件数÷（前月アカウント数合計＋当月新規契約件数）
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02 事業内容
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ChatPlusを安定的な収益基盤とし、その顧客基盤及びキャッシュ創出力を活かして
成長サービスであるAI AgentPlusを積極展開

サービスポートフォリオ

チャットボット

安定収益源

豊富な条件分岐により、複雑な問い合わせでも自動応答

できる、シナリオ設計に強いチャットボットシステム

成長サービス

生成AI型チャットボット

生成AIが文脈を理解し、その場で最適な回答を生成

設定・応対・改善業務の負担をAIにより削減した

チャットボットシステム

顧客基盤の拡大を支えるサービス

FAQの記事作成、品質管理、解決率改善

をAIで自動化したFAQシステム※1

問い合わせ内容をAIが理解し回答

運用管理の負担もAIにより削減

問い合わせ対応の自動化と

顧客満足度向上を実現

※１：FAQシステムとは、「よくある質問（Frequently Asked Questions）」と回答をデータベース化し、Web上で管理できる仕組み
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顧客企業へサービスを提供し、主に月額利用料による継続課金を通じて収益を獲得

事業系統図

顧客
企業

コンテンツ配信サービス等

スポット・追加機能開発

当社

サービスの提供

サービスの提供

販売代理契約※2 サービスの提供

スポット・開発

販売
代理店

フロー型収益※3

ストック型収益／フロー型収益

クラウド
サーバー
提供事業者

インフラ
提供

AIプラット
フォーム
提供者

生成AI
連携

クラウド
サーバー
提供事業者

インフラ
提供

ストック型収益※1
2025年６月期
売上構成比

93.8%

2025年６月期
売上構成比

3.3%

2025年６月期
売上構成比

2.9%

※１：ChatPlus、AI AgentPlus及びFAQPlusのストック型収益は、月契約の月額料金及び年契約の月割分から構成。構成比は、月契約が約60.9％、年契約が約39.1％

※２：営業方針は直販を基本とし、代理店契約を希望する顧客企業がある場合のみ、代理店契約を締結。売上構成比（2025年6月期）は9.7％ 

※３：ChatPlus、AI AgentPlus及びFAQPlusのフロー型収益は、スポットでの顧客企業の要望に基づく機能追加開発、カスタマイズ対応、初期設定サポート等
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社会的背景・企業課題が変化する中で、問い合わせ対応の効率化と顧客体験向上をもたらすチャットコミュニ
ケーションのニーズが拡大

チャットボットシステム導入の効果

ChatPlus・AI AgentPlusがもたらす効果

社会的背景

⚫ 労働人口の減少による生産性向上の課題

⚫ DX推進により、企業の顧客接点のデジタル化が加速

⚫ 電話よりも手軽なデジタル問い合わせを好む行動変化

企業の課題

⚫ 問い合わせ対応コストの増加

⚫ 電話対応の待ち時間による顧客満足度の低下

⚫ 人員確保と教育の難しさ

コスト

・定型対応を自動化し、オペ

レーター負担や新人研修コスト

を削減

・深夜・休日対応も可能で働き

方改革に寄与

コスト削減と
生産性向上

顧客

・24時間365日即応で待ち時間

を解消し、均一で高品質な応対

により顧客ロイヤルティを向上

顧客満足度(CS)と
顧客体験(CX)の向上

データ活用

・対話履歴の分析で潜在ニーズ

や課題を把握し、Web改善や

マーケティング施策の精度向上

に活用

顧客インサイト獲得
と機会創出

営業

・訪問者の疑問や不安を即時解

消し購買意欲を維持

・関連商品提案で販路拡大と営

業負担軽減を両立

商談化促進と
成約率向上

従業員

・社内定型問い合わせをAIが一

次対応し、社内担当者は専門業

務に集中可能

・迅速な情報取得と業務負荷軽

減で働きがい向上

従業員満足度
(ES)向上

問い合わせ対応の効率化と顧客体験向上を両立する手段として、

チャットコミュニケーションの導入が進む
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法人（大手企
業・中小企業）

自治体等

社内利用

社外利用

社内利用

⚫ 規程やマニュアル案内

⚫ ナレッジ共有

⚫ 自治体住民サービス
各種手続案内

⚫ サービス・利用案内

⚫ 製品案内

⚫ 予約受付

⚫ ITサポートサービス

⚫ 施設案内

⚫ 新規・リード申込獲得
EC購入支援

⚫ 社内イントラネット

従業員

訪問者

訪問者
⚫ よくある問い合わせ
⚫ サポートページ

従業員法人（大手企
業・中小企業）

自治体等 社外利用

問い合わせ対応にとどまらず利用目的は多様化し、あらゆる業種・規模での利用が拡大

サービスの利用目的

サービス名 顧客 利用形態 主な利用目的 質問者
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GRID AWARD

チャットツールSaaSプロダクトとして高評価を受賞

ユーザーからの評価

「ITreview Grid Award 2026 Spring」では、ITreviewに集まった約15.1万件の

レビューをもとに、四半期に一度、顧客満足度と認知度の双方が優れた製品を

「Leader」として表彰、バッジが発行されています。

ITreviewのLeaderは、多くの利用者から支持を得ている証です。

ITreview（※１）ユーザーが支持した日本のSaaS・ソフトウェア

を選出するITreview The Best Software in Japan 2026。

2025年4月～2026年3月の1年間、ITreviewでリアルユーザーのレ

ビューを20件以上獲得した製品を対象に、製品への満足度や使い

やすさ、サポート品質といった各種評価のスコア、レビュー件数

や市場での検索数、今年の注目度といった指標を掛け合わせて

ITreview Scoreを算出し、上位100製品が選出されます。

TOP50 受賞

2025年4月～2026年3月の1年間に、ITreviewで10件以上のレビュー

を獲得した製品を対象としています。

生成AI機能への満足度・レビュー件数、市場での検索数、注目度、

AIサービスからの引用数などを総合して「ITreview Score」を算出

し、上位20製品が選出されます。

TOP12 受賞

The Best Software TOP100 The Best Software for AI-Powered Features

※１：ITreviewは、アイティクラウド株式会社が運営する、法人向けソフトウェアやクラウドサービスの口コミ・比較サイト

※２：ITreview Grid Award 2026 Spring 時点で27期連続受賞

⚫ Web接客ツール部門

⚫ ヘルプデスクツール部門

⚫ チャットボットツール部門

⚫ Webチャットツール部門

27期連続受賞 ( ※ ２ ）

LEADER
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ChatPlusとは、企業の問い合わせ対応やコミュニケーションの自動化・効率化を実現するソリューション

C h a t P l u s

AI分析レポート

•シナリオ、フリーワード、有人チャットの応答分析を

AIが実行

•総評やアドバイスを分かりやすく表示

効果測定

•解決フィードバック（解決した/しない）機能

•コンバージョンや離脱ポイントを確認できる仕組み

チケット

•チャットで受けた問い合わせを「案件（タスク）」と

してメールで記録・管理・対応する仕組み

外部連携

• LINEやWhatsAppのアプリ画面にチャッ

トを表示し、ChatPlusで応対を一元管理

チャットボット（自動応対）

⚫ シナリオ型

⚫ フリーワード型

有人チャットサポート機能※２

• 1人から数百人規模のコールセンター利用に対応

•オペレーター向けのナレッジ管理機能で人員の教育課

題を解消

•定型文やショートカットキー入力などで業務負荷を軽

減

•複数同時応対が可能になり、1対1の電話より業務効率

が向上

ChatPlus 主な機能※１

•あらかじめ用意された質問・回答の流れ（シナリオ）

に沿って進むチャットボット

•訪問者は選択肢をクリックして会話を進める

• AIを利用して、フリーワードで入力された質問を解析

し、あらかじめ用意した回答から最適なものが表示さ

れる

問い合わせ内容：「注文した商品が届いていない」

案件（タスク）としてチケット化

※２：有人チャットとは、訪問者からの問い合わせに対してAIではなく人間のオ

ペレーターが対応するチャットサービス

丁寧で柔軟な応対が可能というメリットがあり、複雑な質問や個別対応も可能

AIが対応できない内容について途中から人間が引き継ぐハイブリッド型の運用を

行う企業もある

※１：プランにより利用できる機能は異なる

具体例

件名：配送遅延の問い合わせ

ステータス：対応中

優先度：中

内容：配送状況の顧客への対応が必要
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設定構築から運用・分析改善まで、ITツールに不慣れな方でも使いやすい操作性が特長

C h a t P l u sの特長

機能の一例

ツリーエディター

・ツリーエディターのツリーとは、質疑応答の分

岐（シナリオ）を、樹形図（ツリー構造）で視覚

化したもの

・ChatPlusでは、ツリーの編集がドラッグ＆ド

ロップで視覚的に操作できるので、不慣れでも簡

単に構築が可能

有人チャット管理画面

・訪問者が記入中の言葉を、リアルタイムでオペ

レーターが確認できるため、スピーディーな回答

が可能

・担当者間転送（エスカレーション）や問い合わ

せ内容によりアサインされる担当者を自動ルー

ティングできる仕組み

・定型文やショートカット設定による入力負荷軽

減

AI分析レポート

・自動・有人ともに応対履歴を分析評価

・改善アドバイスにより、担当者はすぐ改善を実

行できる

・質問の傾向分析で、トレンドを察知し経営判断

や応対品質向上を支援

設定
簡単

大人数
管理

自動
分析

例

配送関連 42%

料金・プラン 21%

操作方法 18%

クレーム 9%

その他 10%

問い合わせ内容のカテゴリ分析

使い方

「配送関連」の問い合わせが

多いことがわかるため、導入

企業はFAQの充実やHPのUI改

善などを実行
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導入企業の声

C h a t P l u sケーススタディ

カゴメ株式会社

導入3ヵ月で

ECサイトのチャット利用数3倍増！

課題

• 営業時間内に限定された有人チャット対応

• 有人対応への切り替え時のボットからの情報引き継ぎ不足

導入理由

•ボットから有人対応への切り替え時も、チャット履歴

をスムーズに引き継ぎ

•時間や場所にとらわれない顧客対応

•複雑な開発が不要、手頃なコストで機能が充実

フランスベッド株式会社

“たらい回し”を解消し、

電話対応3割削減！

課題

• 電話問い合わせが非常に多い

• 何度も電話する手間と時間がかかり、お客様の不満が高い

効果

•問い合わせ対応の業務量が約3割減少

•電話件数の減少によりスタッフの負荷軽減

•お客様のストレス軽減・カスタマーサービス品質向上
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基盤であるChatPlusに生成AIを連携することで、高度な文脈理解と柔軟な応対を実現
いままで人が作業をしていたチャット問い合わせ運用（設定・応対・改善）の負担をAIにより削減

A I  A g e n t P l u s

生成AIと連携し、登録データ※をもとに回答を

生成するチャットボットシステム
（設定）

・事前に決めた条件分岐や会話フ

ローを導入企業が設定

（応対）

・事前に設定した選択肢の中から回

答

・決まった回答を行うため、誤回答

のリスクは低い

・役割設定不可

（改善）

・未回答の質問の抽出など定量的な

数値をレポーティング

・人間がレポートを基に改善を実行

ChatGPT等の

生成AIを活用

ChatPlusのすべて

の機能を包含

簡単初期設定
事前のシナリオ設定不要
回答の素材となるデータ（パンフレットや説
明書等の既存ファイル）をアップロードする
だけで、AIが適切な回答を生成

設定

自然な会話
あいまいな質問も質疑の流れを理解し、回答
を生成して自然な応対を実現

応対

パーソナライズ対応
CRMの会員情報や購入履歴など、訪問者の
特性に合わせた案内が可能

応対

口調・役割設定
導入企業の目的に応じて、共感型やセールス型
などAIの「口調・役割」を設定することが可能

応対

継続的な業務改善
自動分析機能により、対話履歴などから有用な
データをレポーティングし、AIが具体的な改善
案を提示

改善

生成AI非搭載

誤回答の抑制
自社開発AIが登録データから質問に関連する情
報を抽出し、その情報をもとに生成AIが文脈に
沿った回答を生成することで、誤回答を抑制

応対

※：導入企業が、AIによる回答生成時の素材としてアップロードするデータ（パンフレットや説明書等の商品・サービス等に関するデータ）
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導入企業の声

A I  A g e n t P l u sケーススタディ

株式会社ドーム穴吹カレッジグループ/学校法人穴吹学園

窓口業務は約8割削減、

出願数は前年比20％増

課題

• 3年前にChatPlusを導入し24時間365日の顧客対応と顧客満足度向上

の導入効果実績あり

• 問い合わせ対応だけでなく、管理運用の手間軽減と接客機能の改善

課題

• 入学希望者がWebサイトで必要な情報をみつけにくい

• 問い合わせ増加で担当者の業務負担・時間外対応が発生

効果

•生成AI型チャットボットで24時間対応を実現

• AIチャットだから気軽に質問

•問い合わせ数が前年比３倍に増加

効果

•生成AIチャットボットによる回答率90％超※を実現

•チャットを利用するユーザーの訪問あたり売上が

利用しないユーザーと比較して約7倍に

生成AIチャットボットの接客で

チャット利用者の売上増

※訪問者の問い合わせ件数に対して、生成AIが回答できた件数の割合
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03 市場環境
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75歳以上 65～74歳 15～64歳（生産年齢人口） 0～14歳

生産年齢人口の減少を背景に人手不足が深刻化し、企業におけるDX及び業務効率化ニーズが拡大

労働力不足

生産年齢人口※１推移 （万人）

今後10年間の就業者数減少の影響を相殺するには、

年間16兆円程度の省人化投資が必要※２

2025年

7,170万人
△17.7％

推計

※１：出典 内閣府（2022）「令和4年版高齢社会白書」

※２：出典 大和総研「2023 資本ストックの『量』『質』『偏在』の改善と省人化投資で供給力強化を」

1995年

8,716万人

ピーク
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2023年度 新規導入可能性 2026年度新規導入可能性

市場全体における生成AI活用の拡大を背景に、企業のチャットボットへの投資意欲も高まっている

チャットボットへの注目の高まり

1位 電子契約／契約管理

2位 AI／機械学習プラットフォーム

3位 5G（パブリック）

4位 IoT

5位 ITサービス管理

6位 チャットボット／チャットサポート

7位 ハイブリッドクラウド

8位 SFA／営業支援強化

9位 ローカル５G

10位 エッジコンピューティング

出典：アイ・ティ・アール「IT投資動向調査2023」 出典：アイ・ティ・アール「IT投資動向調査2026」

1位 AI／機械学習プラットフォーム

2位 AI支援開発

3位 生成AI

4位 チャットボット／チャットサポート

5位 VR／AR／MR

6位 RPA

7位 エッジコンピューティング

8位 予算／プロジェクト管理

9位 iPaaS

10位 PaaS

当社
関連領域
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従来主要だった電話等のコミュニケーション手段から、SNS等の普及の流れで

より気軽にコミュニケーションが可能なチャット等の非同期ツールが主流に

コミュニケーション手段の変化

利便性の高いコミュニケーションツールが主流化

⚫ チャット・メッセージ中心のコミュニケーションにシフト

⚫ 非同期でやりとりできる仕組みの導入

⚫ 電話依存からの脱却・窓口業務の効率化

⚫ 24時間・場所を問わないサポート体制の効率化

企業側の対応

現在

チャット WEB FAQ

郵送 訪問 電話 FAX

⚫ SNS・チャット中心のコミュニケーションへ移行

⚫ 「非同期(自分のペース）・気軽・いつでも」のニーズ拡大

⚫ 電話離れの進行

消費者行動の変化

従来

コミュニケーション手段の変化 消費者行動と企業側の対応の変化
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企業の業務効率化ニーズが高まり、DX市場は拡大

当社が属する自動対話システム市場も拡大

市場規模
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2023年度 2024年度 2025年度 2026年度 2027年度 2028年度 2029年度 2030年度

5兆2,759億円

デジタルトランスフォーメーション（DX）市場推移※1 自動対話システム市場（テキスト型）推移※2

9兆2,666億円

182億円

508億円
CAGR

9.8% CAGR

18.6%

※１：富士キメラ総研「2025 デジタルトランスフォーメーション市場の将来展望 市場編」

※２：デロイト トーマツ ミック経済研究所「自動対話システム市場の現状と展望 2026年版」2026年3月発行 https://mic-r.co.jp/mr/03720/
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高機能×運用しやすさが

高く評価されている

当社サービスは、業務効率化への貢献、生成AIとの連携、豊富な機能による柔軟な運用性等において

ユーザーから評価され、認知度及び満足度の双方において高いポジショニングを確立

ポジショニング

低 高

高

低
満足度

認
知
度

A社

B社

C社

D社
H社

F社

E社
G社

I社

J社

高いポジショニングの要因（※ 2 ）

認知度…ITreviw Gridのサイトのレビュー数、検索ボリューム

満足度…ITreviw Gridのサイトのユーザーレビュー

当社

チャットボットツールポジショニング（※ 1）

※１：出典：アイティクラウド「 ITreview Grid Award 2026 Spring（2026年３月31日時点） チャットボットツール部門」より当社が加工

⚫ 低価格で導入可能、コストパフォーマンスが高い

⚫ 機能が豊富で、外部連携も充実

⚫ 電話・メールの削減、24時間対応可能

⚫ 非エンジニアでも導入・運用しやすい

⚫ サポート品質

※２：アイティクラウド「ITreview Grid Award 2026 Spring 
チャット ボットツール部門」のレビューより集約
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04 競争優位性
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安定した開発体制を基盤とした顧客価値創出

あらゆる業種・業態・企業規模に対応する全方位戦略

競争力の源泉ポイント

⚫導入企業に寄り添う伴走体制のもと、継続的な機能改善を重ねることで拡充してきた豊富な機能

⚫長年にわたり顧客ニーズに応え続けてきた開発体制が、今後の機能拡充・新サービス開発の源泉

長年の実績に基づく豊富な機能２ 長年の運営で構築した豊富な機能により、顧客の多様な用途に対応可能

⚫導入支援から導入後のフォローまで一貫したサポート体制を整え、顧客ニーズを的確に把握できる体制を構築

⚫細かな顧客ニーズを的確に把握し、適時に開発チームと連携することで、機能改善サイクルを確立

顧客ニーズを迅速に反映する開発体制１ 企画から改善までを一体で回す体制により、迅速に顧客価値を高め続ける仕組みを構築

⚫複数の料金プランを用意し、用途や企業規模、予算に合わせて無理なく導入可能

⚫問い合わせ対応の効率化やWeb接客の強化、コンタクトセンター利用など、幅広い用途で活用可能

幅広い価格帯と用途展開3 多様なニーズに対応し、中小企業から大手企業まで導入可能なサービス体制
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導入支援から運用支援まで支援体制を整備し、顧客の細かな要望を迅速に開発へ反映することで、

継続的なサービス改善を推進

競争力の源泉① 顧客ニーズを迅速に反映する開発体制

個別面談

セミナー

無料トライアル

様々なアプローチ カスタマーサクセス

担当者向け設定講習会 運用相談会

アップデート情報や成功事例などの情報配信

有人チャットサポート（営業時間内）

自動チャットサポート（24時間365日）

ヘルプサイト（FAQPlus）

個別面談

顧客ニーズに合わせた
支援を複数用意

開発

サービスバリュー向上
ニーズ把握

開発

導入・運用支援から得られた

要望や気づきを、

スピーディーに開発に共有し、反映

導入支援 運用支援導入 継続的な機能改善
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顧客ニーズを起点に継続的な機能改善を重ねてきた開発力を基盤として、豊富な機能拡充と新サービス創出

競争力の源泉② 長年の実績に基づく豊富な機能

Q&A生成機能 / 自動キーワード生成機能 / 追加Q&A推奨判定 / 追加プロンプト / 辞書登録 / シナリオ設定 / ツリーエディタ / ウィンドウデザイン / 履歴CSVエクスポート / チャット

ボットデータCSVエクスポート / 詳細レポート / チャットボット分析 / 頻出単語レポート / 各種ファイル添付 / 画像送信 / 動画送信 / 担当者ルーティング / カテゴリ設定 / タグ設定 / 企

業情報付与 / 通知アプリ / ナレッジベース (模範解答集) / 定型文 / NGワード / タイマー機能 / お知らせポップアップ (リード) / 吹き出し機能 / Cookie許諾バナー表示 / ユーザ情報連携 

/ 各種API連携 / IPアドレス制限 / 各種セキュリティ設定 / SSO / 操作ログ / 多言語対応 / チケット(メール)機能 / FAQPlus連携 / その他多数 etc…

その他顧客要望を踏まえ、追加した機能の例

顧客要望

追加した機能

機能例 １

訪問者毎の契約や利用状況に

応じた回答をしたい

顧客データと連携し、

個別応対ができる

パーソナライズ回答機能を追加

機能例 ２

訪問者の自由入力が多様化すると、

問い合わせ傾向が把握しにくい

会話履歴を分析し、

問い合わせ内容をカテゴリ別に

集計・可視化するレポート機能を追加

機能例 ３

同じ質問でも訪問者の属性により

異なる回答内容にしてほしい

条件で事前に属性を振り分け、

特定のナレッジを対象に生成AIが

回答する回答範囲制御機能を追加
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用途・企業規模・予算に応じた最適なプランを提供し、生成AIに依存しない定型応対ニーズにも対応

競争力の源泉③ 幅広い価格帯と用途展開

価
格

性能

月額 1,980円～88,000円

（月契約の場合）

月額 170,000円～（月契約の場合）

AI AgentPlus
ChatPlusに生成AIを連携し、AIが文脈を理解して
最適な回答を生成して応対ができるサービス

オートAIプラン
事前設定なしで質問の言い方の違いを自動で読み取り、
最適な回答を提示できるプラン

AIライトプラン
質問の言葉のゆれを事前に辞書登録することで、
訪問者へ最適な回答候補の提示が可能なプラン

プレミアムプラン
レポート機能や定型文機能が充実し、
有人対応時の補助機能を有する基本プラン

ビジネスライトプラン
多様な条件の分岐や外部CRM等との連携、複数人での有人対応が可
能な、組織運用向けのプラン

ミニマムプラン 選択式の簡単な自動応答と1名までの有人対応が可能なプラン
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業種・業態・規模を問わないサービスラインナップによる豊富な導入実績

競争力の源泉③ 幅広い価格帯と用途展開

2025年６月末時点アカウント数※ 2,328件

メーカー
食品
・製薬

サービス 教育

IT・
情報通信

不動産
・建設

小売

保険

運輸
株式会社ドーム

※：アカウント数はサービス別に集計

例えば、ChatPlusユーザーがFAQPlusを利用する場合は、FAQPlusも１アカウントとして集計
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05 成長戦略
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新規獲得・解約率低減・単価向上により、ARRを持続的に成長させる

成長戦略① 既存サービス A R Rの持続的成長

ARR成長新規顧客獲得
顧客価値の向上
（解約率の低減 ）

顧客単価（ARPA）向上

LTV※
向上

の機能拡充

持続的なARR成長のための具体的な施策

１

機能の強化により導入企業の業務効率化を推進

の推進2

FAQ運用の効率化と負荷軽減を実現

営業施策強化3

営業施策の強化を通じて、受注の拡大を推進

カスタマーサクセス推進・継続的な機能開発4

顧客ニーズ把握⇒サービス競争力の維持・強化推進

※：Life Time Valueの略。1顧客が契約期間を通じて企業にもたらす累計収益
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AI AgentPlusの機能拡充により導入企業の業務効率化を推進し、持続的なサービス競争力の向上を実現

「顧客対応の自動化」から「業務全体の最適化」へ進化

成長戦略①既存サービスA R Rの持続的成長 ~ A I  A g e n t P l u sの成長（１ /３）~

導入企業における営業担当者等の顧客対応業務効率化及び品質向上
訪問者ごとに最適な対応を行い、回答精度の向上で有人対応を削減

さらに、問い合わせ後にAIが対応方針を営業担当者に提案し、営業担当者の効率化を実現

1

機能例 ⚫ ユーザー属性や行動履歴に基づき、最適な回答内容を生成するパーソナライズ対応

⚫ 次に想定される質問や行動を提示するレコメンド機能

⚫ 複数のAI処理を役割ごとに連携させることで、回答内容やタスク処理の精度を向上

実装済み

段階的に実装

顧客

問い合わせ

営業商談業務

単一AI
の場合

• 顧客分析
• プラン選定
• 提案生成

• 一度に処理するので、各タスクが干渉

し回答精度が下がる

• 各ステップで品質の担保がなされない

複数AI
の場合

• 顧客分析AI

• プラン選定AI

• 提案生成AI

契約状況・利用状況を分析

最適プランを選択

顧客向けの説明文を作成

〈複数AIによるタスク実行例〉

曖昧・汎用的（誰にでも当てはまる）提案

例：このプランがおすすめです。

理由はコストと機能のバランスです。

各ステップで

精度を

担保できる

顧客・条件に基づいた具体的な提案

例：問い合わせ削減が主目的のため、自動応答

率を高められるProプランが最適です。特に配

送・返品のFAQ自動化で約30%削減が見込めま

す。

自社に合う

使い方とプランを

教えて

未実装
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成長戦略①既存サービスA R Rの持続的成長 ~ A I  A g e n t P l u sの成長（２ /３）~

導入企業における運用業務の自動化・最適化
これまで企業が人手で行っていた問い合わせデータの分析や整理、加工をAIが自動で実行

さらに、AIが回答の精度を評価し、改善案も提案

2

機能例 ⚫ 問い合わせの自動分類・タグ付け

⚫ 応答内容の適切性や精度を評価し、改善につなげる品質管理機能（AIの自動評価、誤回答や未対応の検知）

実装済み

業務領域への機能拡張
コンタクトセンター業務や企業の問い合わせ窓口業務をサポートする機能の拡張

3

機能例 ⚫ 外部システムとの連携による各種手続きや情報更新等の処理の実行

⚫ 有人チャット応対の効率化を支援する機能（スキルに応じた対応振分け、回答候補の提示）

⚫ オペレーターの対応状況や生産性を可視化・分析するレポート機能

問い合わせが発生

既存顧客から

「料金が高いので、別のプ

ランを提示してほしい」

という問い合わせが発生

AIが決まった形式に

整理されたデータに加工

種類 ：【料金】

意図 ：【価格不満】

フェーズ：【検討中】

温度感 ：【ネガティブ】

属性 ：【既存顧客】

分岐条件による

応対方針の切り替え

タグ：【料金】かつ【検討中】のため、

「料金プラン提示する」を実行

タグ：【価格不満】かつ【ネガティブ】のため、

「有人対応に切り替え」を実行

例：料金、操作方法、トラブル、

解約

問い合わせの種類を判定自動

分類

例：メール送信不可、権限設定、

データ出力

さらに詳細な属性を付与タグ

付け

未実装

未実装

未実装

未実装
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85 93 
124 144 

193 

265 
313 

346 

417 
462 

498 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

曖昧な質問への対応力向上及び導入負担の軽減を背景に、AI AgentPlusが成長を牽引
サービス競争力の維持・強化により、持続的な高成長を見込む

成長戦略①既存サービスA R Rの持続的成長 ~ A I  A g e n t P l u sの成長（３ /３）~

AI AgentPlus ARR推移 （百万円）

5.9倍

2024年6月期 2025年6月期 2026年6月期

AI AgentPlus Churnレート※１※２推移

継続的な機能開発とカスタマーサクセスにより、

解約率の維持・低減を推進

2024年6月期 2025年6月期 2026年6月期

0.0%

0.5%

1.0%

1.5%

2.0%

2.5%

2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

全体平均 1.9%

1.7%

※１： Churnレート＝当月解約件数÷（前月アカウント数＋当月新規契約件数）の過去12ヵ月平均

※２：2023年１月よりChurnレートの集計を開始したため、2024年６月期第２四半期より直近12ヶ月平均の月次Churnレートを記載
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FAQ運用の効率化と負荷軽減を実現し、業務効率の向上と安定的な顧客対応に貢献

成長戦略①既存サービスA R Rの持続的成長 ~ F A Q P l u sの顧客基盤拡大（１ /３）~

導入企業にもたらす効果

問い合わせ削減と対応コストの削減
訪問者の自己解決を促進し、問い合わせ件数及び対応コストを削減

ナレッジの蓄積・対応品質の均一化
属人化していた対応内容をFAQとして蓄積し、対応品質を均一化

顧客満足度(CS)と顧客体験(CX)の向上
検索キーワードや閲覧データの分析による顧客ニーズの把握及び
サービス改善

従業員満足度(ES)向上
自動化による問い合わせ対応の削減により、従業員の負荷を軽減し、
より付加価値の高い業務へシフト

の特徴（機能）

⚫ AIがマニュアルなどからヘルプサイトに掲載するFAQ（よくある質問回答の記事）を自動作成し、その後
の記事の管理等まで代替するヘルプサイト運用サービス

⚫ヘルプサイト運用後も、情報が更新される度に記事の修正を加えるなどの管理業務をAIが代替してくれる
ため、管理担当者の労力を割かずに利用者が迷わず答えにたどり着けるヘルプサイトの運用を支援

FAQPlus主な機能 FAQの記事作成
Word・PDF・URLから自動

生成。手作業での転記・整形

が不要に。初期構築も追加更

新も、わずか数分で完了。

公開前チェック工数
重複・矛盾・リンク切れを

公開前にブロック。全件目

視チェックから解放され、

炎上リスクもゼロに。

品質チェック工数
複数人作成でも品質が統一。

誤字脱字、表記ルール違反

をAIが一括チェック。ダブ

ルチェック体制が不要。

キーワード設定
AIが検索キーワードと類義

語を自動学習。「探せな

い」クレームを防ぎ、メン

テナンス作業から解放。

改善施策立案工数
「何を直すべきか」がレ

ポートで一目瞭然。アク

セス分析の時間を削減し、

即座に改善アクションへ。

ナレッジ

顧客

従業員

コスト
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訪問者の
課題解決方法

用途の異なるチャットボットシステムとFAQシステムの提供により、多様なニーズに対応

「Chat Plus」、「AI AgentPlus」と「FAQ Plus」のクロスセルを推進し、

顧客基盤の拡大・ARPA向上を図る（2026年３月末時点 クロスセル12件）

成長戦略①既存サービスA R Rの持続的成長 ~ F A Q P l u sの顧客基盤拡大（２ /３）~

• 問い合わせ内容が複雑
• 何を調べていいか分からない
• FAQで解決できなかった
• 答えを出してほしい

• すぐに解決したい
• 問い合わせるのが面倒
• 簡単な疑問（ログイン方法など）
• 自己解決を好む

訪問者のニーズ

強み

弱み

⚫ 膨大な情報の中から、会話形式で課題をチャット
ボットが絞り込むため、訪問者が自力で検索ワー
ドを考える負担を削減

⚫ 能動的にチャットボットが訪問者に話しかけ、課
題解決を図るため顧客の満足度向上

⚫ 多くの情報を整理して掲載できるため、複雑な仕
様や複数の手順を一度に把握することが可能

• シナリオ外の質問や、参照データの不足により、
適切な回答を生成できない場合がある

• 訪問者が自らアクセスして検索しない限り、解決
を助けることが出来ない

訪問者がFAQページを
検索・閲覧して解決

チャットボットと
対話しながら解決
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FAQPlusとAI AgentPlusとの連携により顧客価値の向上を図り、クロスセル・解約率改善を図る

成長戦略①既存サービスA R Rの持続的成長 ~ F A Q P l u sの顧客基盤拡大（３ /３）~

相乗効果 その1

情報の

自動同期

情報のズレをなくし、運用工数を大幅に削減

FAQサイトで料金プランや新サービス情報を更新するだけで、AIが

その内容を自動学習 

チャットボットへの個別反映が不要になり、情報の「二重管理」と

「回答の矛盾」を同時に解消

メリット

⚫ 二重管理の手間なし

⚫ 常に最新情報を維持

相乗効果 その2

の課題

あらかじめ用意された情報しか提供できないため、訪問者が本当に知りた

い細かな内容までは把握しにくく、不足している情報も蓄積されにくい

のメリット

訪問者とのやり取りを通じて、たとえ回答できなかった場合でも、「何を

知りたかったのか」というニーズを把握し、FAQ記事へ反映

1.未回答の検知

チャットボットが回答できな

かった質問、誤回答、未対応を

AI AgentPlusが検知

2.データの登録

未回答データからチャットボッ

トが回答できるように必要な

データを人が登録

3.FAQ記事の整備

AIが2.で登録したデータをガイ

ドラインに沿って記事を整備

４.人手によるチェック

記事案について人手により内容を

確認

効率化と品質保証を両立
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営業施策の強化を通じて、受注の拡大を推進

成長戦略①既存サービスA R Rの持続的成長 ~営業施策~

※１：一つの商品に特化させたマーケティング用のWEB上の専用ページ

※２：マーケティング活動をデータやITの力で効率化・自動化するための営業支援ツール

リード
獲得数増加

新規顧客
獲得の増加

受注率
向上

マルチチャネル

①オフライン系

⚫ 展示会

②インバウンド

⚫ SEO、ブログ

⚫ ホワイトペーパー

⚫ ケーススタディ

⚫ ウェビナー

⚫ LP（ランディングページ）※1

➂デジタル広告

⚫ 比較サイト系チャネル

⚫ リスティング

④アウトバウンド

⚫ インサイドセールス

営業体制強化

⚫ SFA※2利用による営業活動の可視化

⚫ 商談内容のAIによる議事録化及び商談録画を活用した上司によるフィードバック

⚫ 営業部内勉強会によるナレッジの共有、標準化
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顧客ニーズの的確な把握による継続的な機能改善により、サービス競争力の持続的な維持・強化を推進する
あわせて、カスタマーサクセスを通じて、解約率の低減及びARPAの向上を図る

成長戦略①既存サービスA R Rの持続的成長～継続的な機能開発とカスタマーサクセス～

継続的な

機能改善

運用支援

顧客価値の向上（解約率の低減 ）

顧客単価（ARPA）向上を図る体制 具体的な施策

開発体制

⚫ 導入・運用支援から得られた要望や気づ
きをスピーディーに開発に共有し、反映

⚫ 継続的な機能開発によるサービス競争力
の維持・向上

カスタマーサクセス

⚫ 顧客ニーズに合わせた多角的な顧客
接点・サポート体制

⚫ 顧客要望に基づく機能追加

⚫ 開発・品質管理体制（マネージャー/エンジニア/テスト担当）を整備

⚫ 外部パートナーも活用し、安定性と迅速性を両立

⚫ 定例会議により、開発案件の優先順位付け、要件定義及び仕様確認を
実施

⚫ 2026年３月よりカスタマーサクセス専門チームを立ち上げ

⚫ 継続的な既存顧客とのコミュニケーション

⚫ 個別面談、設定講習会、有人チャットサポート、24時間対応の自動
チャットサポート、ヘルプサイト等顧客ニーズに合わせた支援体制

⚫ 導入企業の課題解決に向けた設定サポート

⚫ 課題やニーズを把握し、アップセル・クロスセルの提案

⚫ アップデート情報や成功事例などの情報配信

⚫ 機能追加を伴う案件を開発部へフィードバック
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チャットボットシステム周辺領域での新規事業開発

成長戦略② 中長期的成長

⚫既存サービスで培った営業・開発の経験・ノウハウを活用できる、

チャットボットシステム周辺領域での新規事業開発

⚫営業・マーケティング及びカスタマーサクセス領域における顧客対応に加え、 

“ネクストアクション”まで自動で導出するソリューションへ展開

商談議事録やメール・チャット履歴をもと

に、営業・マーケティング成果につながる

行動を提案する営業支援システム

営業支援・マーケティング
に関する新規事業

チャット履歴・行動データをもとにした顧

客状況の可視化により、解約を防ぎながら

エンゲージメントを高めるカスタマーサク

セス支援システム

カスタマーサクセス
に関する新規事業
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中長期成長イメージ

FY2027 FY2028 FY2029

既存サービスARRの持続的な成長

の機能拡充１

の推進2

営業支援強化3

カスタマーサクセス推進・継続的な機能開発

東証グロース市場

上場

1

チャットボットシステム周辺領域での新規事業開発

⚫ 営業支援・マーケティングに関する新規事業

⚫ カスタマーサクセスに関する新規事業

2

4
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06 リスクと資金使途
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IPOにより、競争力や開発力の向上及びM&Aを含む中長期的な事業拡大を加速させる

I P Oの目的と調達資金の主な使途

項 目 金 額

機能強化・機能追加開発・
新技術の研究開発
AIによる業務効率化・最適化が可能な範囲を段階的に拡大する

ための開発、並びに競合他社及び市場ニーズを踏まえた機能開

発を促進するため、プロジェクトマネージャーの人件費・外部

委託費、最新の生成AI等に関する研究開発費に充当

330 百万円

人材投資
営業部では、営業力強化を目的としたインサイドセールス及び
フィールドセールスの中途採用並びに中長期的な成長を実現す
るための新卒採用に係る人件費に充当
開発部では、既存機能の拡張及び不具合の修正を迅速に行う体
制を維持するための新卒採用を中心とした人件費に充当

225 百万円

販売促進活動
株式上場後のさらなる知名度向上及び採用強化を目的としたリ
スティング広告やコンテンツ制作、その他ブランディング施策
に充当

250 百万円

計 805 百万円

競争力強化

• 生成AIをはじめとする先進技術の積極的な活用
• 業務効率化・最適化の促進に資する新たな付加価値サービスの開発体制の強化
• 競争力を高めるため必要な開発プロジェクトマネージャーの採用

営業力・開発力強化

• 収益拡大に必要な営業人材及び安定的に機能を維持拡張するための開発人材の
確保

• 知名度向上及びブランディング強化による営業力、採用強化

M&Aによる事業拡大

• 戦略的なM&Aの実行
• 既存の顧客基盤を活用したシナジー効果が見込める周辺SaaS及びAI領域を想定

経営体制強化

• コーポレート・ガバナンス及びコンプライアンスの体制整備
• 透明性の高い経営体制を構築

上場の目的として、事業拡大に向け、生成AIなどの先進技術を活用したAIエージェント等の競争力あるサービスの開発、優秀な人材の確保による営業力・開発

力の強化、M&A、さらにコーポレート・ガバナンス及びコンプライアンス体制の充実を図ります。これらを実現するために、資金調達及びその後の資金調達手

段の多様化、並びに上場による社会的信頼性の向上を目指します。

IPOの目的 調達資金の使途
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調達資金は、先進テクノロジーに対応した研究開発費や新サービスの開発、採用費用及び人件費、

販売促進活動に充当する予定

I P Oの目的と調達資金の主な使途

（百万円）

合計 2027年6月期 2028年6月期
2029年6月期

以降

機能強化・機能追加開発
・新技術の研究開発 

⚫ 開発プロジェクトマネー
ジャー採用

⚫ 外注費用
330 65 65 200

人材投資

⚫ フィールドセールス
⚫ インサイドセールス
⚫ 営業部新卒採用
⚫ 開発部新卒採用

225 35 70 120

販売促進活動

⚫ リスティング
⚫ コンテンツ制作
⚫ 展示会
⚫ その他プロモーション等の
マーケティング

250 60 60 130
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リスク情報

項目 主要なリスク 可能性 時期 影響度 当該リスクへの対応

SaaS市場の

動向

今後、国内外の経済情勢や景気動向の変化、新たなサービスや技術の出現、競争環境の激

化等によりSaaS市場の成長が鈍化又は市場構造が変化した場合には、当社のサービス競争

力の低下や需要減少を招き、当社の経営成績及び財政状態に影響を及ぼす可能性がありま

す。

低

指定

時期

なし

高
当社は、SaaS市場の成長傾向が継続するものと見込んでおり、引き続き顧客企

業や市場の要望に沿ったチャットボットシステム及びFAQシステムの開発を行

い、SaaS領域でのサービスを展開してまいります。

技術革新

への対応

当社が事業展開しているインターネット関連市場では、技術革新や顧客ニーズの変化のス

ピードが非常に速いため、その変化に柔軟に対応する必要があります。

技術革新や顧客ニーズの変化に適時に対応できない場合、もしくは必要な人件費やシステ

ム投資の増加に対応できない場合、当社の経営成績及び財政状態に影響を及ぼす可能性が

あります。

低

指定

時期

なし

高

訪問者からの複雑な問い合わせを解析し、自然な対話による応対及び顧客企業

の運用負担軽減を実現するため、「ChatPlus」と生成AIを連携した「AI 

AgentPlus」を提供しております。今後は、外部システム連携の拡充や自律的

にタスクを実行する機能の開発により、自動化・省人化のさらなる推進を図っ

てまいります。これらを支えるため、優秀な人材の採用及び教育に注力してお

ります。

また、将来の成長に必要な資金を内部留保として確保し、継続的な投資を行っ

てまいります。

特定サービスへの

依存について

当社は、チャットボットシステム「ChatPlus」及び「AI AgentPlus」によるストック型収

益の売上高に占める割合は92.2％（2025年６月期）となっており、当該収益への依存度が

高い状況にあります。当社が属する自動対話システム市場は、生成AIの活用拡大を背景と

して、今後も成長が継続するものと認識しておりますが、市場成長の鈍化、競争環境の激

化、またはサービスの差別化が十分に図れなくなった場合には、当社の経営成績及び財政

状態に影響を及ぼす可能性があります。 

中

指定

時期

なし

高

当社は、顧客企業の業務効率化を支援する「AI AgentPlus」の機能拡充を通じ

て、サービス競争力の維持・向上を図るとともに、応対システムの枠を超えた

業務領域へのサービス提供を推進しております。また、ヘルプサイト運用の効

率化を支援するFAQシステム「FAQPlus」の収益拡大を図ることで、単一サー

ビスへの依存リスクの低減に努めております。

情報資産

管理体制

事業を遂行するにあたり、個人情報や顧客情報をはじめとする多様な情報を取り扱ってお

ります。

当社が取り扱う個人情報もしくは機密情報について、何らかの理由により情報漏洩や改ざ

ん、不正使用等の事態が生じた場合には、当社の信用失墜や損害賠償責任の負担等によっ

て当社の経営成績及び財政状態に影響を与える可能性があります。

低

指定

時期

なし

高

当社では情報の取り扱いと管理には細心の注意を払い、情報管理の重要性を鑑

み、2017年６月にプライバシーマークを取得し、個人情報保護規程を整備し運

用しております。また、2021年1月には情報セキュリティマネジメントシステ

ムであるISMS（JISQ27001:2014）認証を取得しております。当社は上記認証

のほか、従業員に対しても、定期的な研修を実施することで、情報管理の周知

徹底を図っております。

システム

トラブル

当社の事業は、通信ネットワークやサーバー、コンピュータシステム等に依存しているた

め、システム等のトラブルが発生する可能性があります。

地震等の災害の発生、人的ミス、外部からの不正アクセス等による想定を超える負荷の発

生、通信事業者に起因するサービスの長期にわたる中断や停止等のシステムトラブルが発

生した場合、当社の経営成績及び財政状態に影響を与える可能性があります。

低

指定

時期

なし

高
事業の安定的な運用のために災害対策、システム強化、セキュリティ対策、障

害監視等を講じ、トラブル等が発生しないように厳格な運用に努めております。

以下には、当社が経営においてリスク要因となる可能性があると考えられる主な事項について記載しております。
なお、文中の将来に関する事項は、現在において当社が判断したものであり、将来において発生する可能性があるすべてのリスクを網羅するものではありません。
その他のリスク情報につきましては、有価証券届出書の「第２ 事業の状況 ３ 事業等のリスク」をご参考ください。



ChatPlus Co.,Ltd. All rights reserved. 54

リスク情報

項目 主要なリスク 可能性 時期 影響度 当該リスクへの対応

第三者の
事業サービス
への依存

当社のサービスは、安全性、安定性、拡張性及び価格等を総合的に勘案し、クラウドコン
ピューティングサービス「AWS」（Amazon Web Services）を基盤として運営されていま
す。AWSに障害が発生したことによる当社サービスへのアクセスの中断又は遅延等による
信用の失墜、Amazon Web Services, Inc.による経営戦略や価格の変更等が行われた場合に
は、当社の経営成績及び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。
当社が提供するサービスのうち、AI AgentPlusにおいては、Web訪問者への回答生成に際
して、OpenAI, L.L.C.（OpenAI）が提供する生成AI（ChatGPT）を利用しています。また、
「ChatPlus」においても、設定補助の用途で一部利用しています。当社はOpenAIと契約
を締結し、テクニカルサポート及びSLA（Service Level Agreement サービス品質保証契
約）について合意していますが、ChatGPTに障害や遅延が発生したことによる当社サービ
スの利用の中断や信用の失墜、OpenAIの経営戦略や価格の変更等が行われた場合には、当
社の経営成績及び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。
なお、当社は、OpenAIと「ZERO DATA RETENTION AMENDMENT（ゼロデータ保
持）」に関する契約を締結しており、回答に関するデータがログや学習に利用されない仕
組みとすることで、セキュリティ水準の向上を図っています。一方で、EUにおいてAI規制
法が制定されるなど、生成AIを取り巻く規制環境は国や地域によって変化しております。
このため、業務上の利用において当初想定していなかったリスクが顕在化し、当社の経営
成績及び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。
さらに、今後の事業拡大に伴い、AWS及びOpenAIに係るシステム利用料が増加すること
が想定されます。これらの支払いはドル建てで行われているため、為替相場の著しい変動
が生じた場合には、当社の経営成績及び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。

低

指定

時期

なし

高

事業の安定的な運用のために「AWS」「ChatGPT」のポリシーに準拠するとと

もに、システム強化、セキュリティ対策、障害監視等を講じ、トラブル等が発

生しないように厳格な運用に努めております。

顧客企業の

継続率

当社のサービスの魅力の低下、競合他社に対する競争力の低下、カスタマーサポートやカ

スタマーサクセス活動に対する満足度の低下等により、継続率が当社の想定を大幅に下回

る可能性があり、当社の経営成績及び財政状態に影響を及ぼす可能性があります。

中

指定

時期

なし

高

新規顧客に対するカスタマーサポートによる顧客企業の利用目的に応じた適切

なオンボーディング支援（新規ユーザーがチャットボットシステムの機能や使

用方法を理解し、最大限に利用できるようにする導入プロセス）、顧客企業の

課題を解決し成功に導く価値提案型の能動的なカスタマーサクセス活動、顧客

企業のニーズや要望に応じた機能の追加開発等に取り組み、顧客満足度及び競

争力の向上に努めております。

自然災害、
事故等

本社所在地近辺において自然災害等の不測の事態に見舞われて業務遂行が困難になり、あ
るいは復旧に長期間を要した場合、当社の経営成績及び財政状態に影響を及ぼす可能性が
あります。

低

指定

時期

なし

高
自然災害、事故等に備え、システムの冗長化、サービスの定期的バックアップ、

稼働状況の常時監視等によりトラブルの事前防止又は回避に努めております。

当社株式の
時価総額
について

有価証券届出書提出日現在において想定する時価総額は、東京証券取引所が定める同市場
上場維持基準（時価総額100億円）を下回っております。当社は、業績成長、開示・IR体
制の充実等により時価総額の向上を図って参りますが、想定よりも時価総額が増加しない
場合、当社の上場維持に影響を及ぼす可能性があります。

低

指定

時期

なし

高

新規顧客獲得、顧客価値の向上及び顧客単価の向上を確実に実行することで業

績成長を図るとともに、資本市場対策として、積極的なIR活動の実施、定期的

な決算説明会の開催、機関投資家、個人投資家との継続的なコミュニケーショ

ンを行い、時価総額の向上を図っていく方針です。
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07 Appendix
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プレミアムプラン以下は減少傾向にある

比較的高単価のオートAI及びAIライトに注力

C h a t P l u sの各プランの件数推移

556 521 486 456 427 405 385 365 344 328 303 

342 328 322 307 316 307 287 269 260 249 232 

618 
630 652 667 668 676 

649 663 666 652 
634 

547 557 565 557 575 582 
579 593 580 

569 
552 

93 131 142 149 169 181 
185 198 220 

224 
213 

43 51 62 68 72 79 
85 94 102 

106 
103 

2,199 2,218 2,229 2,204 2,227 2,230 
2,170 2,182 2,172 2,128 

2,037 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q

旧プラン等 ミニマム ビジネスライト プレミアム AIライト オートAI

2024年6月期 2025年6月期 2026年6月期

(件）
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本資料の取扱いについて

本資料には、将来の見通しに関する記述が含まれます。これらは当該記述を作成した時点における情報に基

づいて作成されています。 

当該記述は、将来の結果を保証するものではなく、リスクや不確実性を内包しています。その結果、将来の

実際の業績や財務状況は、当該記述によって明示的または暗黙的に示された将来の業績や結果の予測とは大

きく異なる可能性があります。

当該記述に記載された結果と大きく異なる可能性のある要因には、国内及び国際的な経済状況の変化や、当

社が事業を展開する業界の動向などが含まれますが、これらに限定されるものではありません。 

また、本資料に含まれる当社以外に関する情報は、公開情報等から引用したものであり、かかる情報の正確

性、適切性等について保証するものでもありません。

なお、次回の本資料更新版の開示については、年度末決算の発表時期（2026年8月）の開示を予定しており

ます。
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